
小学生・中学生向け

札幌市まちづくり戦略ビジョン・

札幌市では、この街をもっと暮らしやすく、
魅力にあふれる街にしていくために、

これから取り組むことをまとめた計画を作っています。
このパンフレットを読んで、

みなさんが気付いたこと・感じたことを
教えてください。
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ギュウ太
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秋元市長

札幌のまちづくりについて考えてみよう！
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せん

あん

さっ ぽろ し りゃく

意 見 募 集
しゅうぼけんい

[大人の皆さまへ]
このパンフレットは「札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2019（案）」の策定に当たって、

子どもたちの意見を聞くために作りました。ぜひ、お子様と一緒にお読みください。
また、市役所、各区役所、まちづくりセンターなどで、大人用の資料も配布していますので、あわせてご覧ください。

●●● 意見を募集する期間 ●●●

令和元年（2019年）10月28日（月）～11月26日（火）
れい わ がん ねん ねん がつ

い けん かんきぼ しゅう

にち げつ がつ にち か
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アクションプラン2019って何？
なに

札幌市の街の問題って何だろう？
なんもん だいまちしぽろさっ

札
さっぽろ

幌をより暮
く

らしやすく、魅
みりょくてき

力的な街
まち

にしていくために、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

では様
さまざま

々な取
とり

組
くみ

を行
おこな

っ

ていきたいと考
かんが

えています。ただ、そのために使
つか

えるお金
かね

は限
かぎ

られているので、どの

ようなことにどれだけお金
かね

をかけるか、よく考
かんが

えなければなりません。そのための計
けい

画
かく

が、「アクションプラン2019」です。

この計
けい

画
かく

では、令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

から令
れい

和
わ

4年
ねん

度
ど

（2019年
ねん

度
ど

から2022年
ねん

度
ど

）までの４年
ねん

間
かん

に行
おこな

う約
やく

600の取
とり

組
くみ

（事
じぎょう

業）をまとめました。中
なか

には、学
がっ

校
こう

や冬
ふゆ

のスポー
ツなど、みなさんにとって身

み

近
ぢか

な事
こと

柄
がら

に関
かん

することも
たくさん盛

も

り込
こ

んでいますよ。

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の仕
し

事
ごと

は、主
おも

に市
し

民
みん

のみなさんが納
おさ

めてくれ
た税

ぜい

金
きん

で行
おこな

います。限
かぎ

られたお金
かね

を大
たい

切
せつ

に使
つか

いなが
ら、多

おお

くの人
ひと

に満
まん

足
ぞく

してもらえる取
とり

組
くみ

になるよう、
「仕

し

事
ごと

の進
すす

め方
かた

やお金
かね

の使
つか

い方
かた

の工
く

夫
ふう

」についてま
とめています。

これからの４年
ねん

間
かん

で札
さっ

幌
ぽろ

市
し

が取
と

り組
く

むことをまとめた計
けい

画
かく

です

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の仕
し

事
ごと

の進
すす

め方
かた

や
お金

かね

の使
つか

い方
かた

などを
工
く

夫
ふう

していくための計
けい

画
かく

です
無駄のない
進め方を工夫

市の取組を着実に実行

む

く ふうく ふう

だ

集め方・
使い方を工夫

あつ

つか かたすす かた

かた

し とり くみ じっ こうちゃくじつ

仕事 お金
ごと かねし

● 暮らしに関すること

● 経済に関すること

● 環境に関すること

● 街の整備に関すること

く かん

かん

かんかんきょう

かんまち せい び

けい ざい

約600の
事業が盛り

込まれています

じ ぎょう

やく

も

こ

次の10年、
20年につながる

計画にしていくよ！

ねんつぎ

ねん

けい かく

● 暮らしに関すること

● 経済に関すること

● 環境に関すること

● 街の整備に関すること

く かん

かん

かんかんきょう

かんまち せい び

けい ざい

約600の
事業が盛り

込まれています

じ ぎょう

やく

も

こ

次の10年、
20年につながる

計画にしていくよ！

ねんつぎ

ねん

けい かく
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アクションプラン2019って何？
なに

札幌市の街の問題って何だろう？
なんもん だいまちしぽろさっ

築30年以上経過した
古い公共施設は、
全体の６割!!

2015年と2060年を比べると

けい かちく

ふる

ぜんたい

こうきょうしせつ

ねん

ねん ねん くら

いじょう

若い人は約57万人減少！
わか ひと

わり

やく まん にん げんしょう

実
じつ

は今
いま

、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

は難
むずか

しい問
もんだい

題を抱
かか

えています。それは、生
う

まれる子
こ

どもの数
かず

が減
へ

って、

高
こうれいしゃ

齢者の割
わりあい

合が高
たか

くなる「少
しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

」と、このことに伴
ともな

う「人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

」、そして、学
がっこう

校

や道
どう

路
ろ

・橋
はし

などの公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

が古
ふる

くなり建
たて

替
かえ

や修
しゅう

理
り

が必
ひつ

要
よう

になる「公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

の老
ろうきゅうか

朽化」で

す。これらは、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

がかつて経
けい

験
けん

したことのない、とても難
むずか

しい問
もん

題
だい

なのです。

生
う

まれる子
こ

どもが昔
むかし

に比
くら

べて減
へ

っているため、若
わか

い人
ひと

の割
わり

合
あい

が
少
すく

なくなっています。このため、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の人
じん

口
こう

は近
ちか

い将
しょう

来
らい

減
へ

る
見
み

通
とお

しです。人
じん

口
こう

が少
すく

なくなると、街
まち

の元
げん

気
き

がなくなっていく
恐
おそ

れもあるのです。

学
がっ

校
こう

などの公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

は、札
さっ

幌
ぽろ

オリンピックが行
おこな

われた1972年
ねん

ごろに建
た

てられたものが多
おお

く、それらが続
ぞく

々
ぞく

と建
たて

替
かえ

時
じ

期
き

を迎
むか

え
ます。工

く

夫
ふう

しないと短
みじか

い期
き

間
かん

にとても多
おお

くの費
ひ

用
よう

がかかり、お
金
かね

が足
た

りなくなってしまいます。

サッカーコートで例
たと

える
と、約

やく

500個
こ

分
ぶん

の広
ひろ

さ
の、学

がっ

校
こう

などの建
たて

替
かえ

や
修
しゅうり

理をしていかなければ
ならないので、すごくお
金
かね

がかかるんだね。

若
わか

い人
ひと

が少
すく

なくなり、人
じん

口
こう

が減
へ

って
街
まち

の元
げん

気
き

がなくなっていく恐
おそ

れがあります

多
おお

くの公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

が古
ふる

くなっていて、
建
たて

替
かえ

や修
しゅう

理
り

に
すごくお金

かね

がかかります

まん にん
さい さい さい い じょう

ねん

築30年以上経過した
古い公共施設は、
全体の６割!!

2015年と2060年を比べると

けい かちく

ふる

ぜんたい

こうきょうしせつ

ねん

ねん ねん くら

いじょう

若い人は約57万人減少！
わか ひと

わり

やく まん にん げんしょう

築30年以上経過した
古い公共施設は、
全体の６割!!

2015年と2060年を比べると

けい かちく

ふる

ぜんたい

こうきょうしせつ

ねん

ねん ねん くら

いじょう

若い人は約57万人減少！
わか ひと

わり

やく まん にん げんしょう

ちく ねん ちく ねん まん

した

みいじょうけい か
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秋元市長の目指す「未来の札幌の姿」
あき もと み らい さっ ぽろ すがたし ちょう ざめ

SDGｓの視点を踏まえたまちづくり
ふし てんエスディージーズ

たとえば

二つの未来像が
お互いに良い影響を与え合って、
街が発展していくんだね！

たが えいきょう あた あよ

み らいふた ぞう

まち はっ てん

前
ぜん

ページにあるような問
もんだい

題を解
かい

決
けつ

するためには、遠
とお

い将
しょうらい

来を見
み

据
す

えながら、

今
いまなに

何をするべきか考
かんが

えていかなければなりません。

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

は、これからも街
まち

の活
かつりょく

力を維
い

持
じ

し、都
と

市
し

の魅
み

力
りょく

を一
いっそうたか

層高めていくために、

二
ふた

つの「未
み

来
らい

の札
さっぽろ

幌の姿
すがた

」を目
め

指
ざ

して取
とりくみ

組を進
すす

めたいと考
かんが

えているのです。

観
かんこうきゃく

光客が増
ふ

え、飲
いんしょくてん

食店や
宿
しゅくはくしせつ

泊施設の利
り

用
よう

が増
ぞう

加
か

魅
み

力
りょく

と活
かつりょく

力を
創
そうぞう

造し続
つづ

ける街
まち

誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して
暮
く

らせる街
まち

市
し

内
ない

に出
で

回
まわ

る
お金

かね

が増
ふ

える
経
けい

済
ざい

の活
かっ

性
せい

化
か

や税
ぜい

収
しゅう

、
雇
こ

用
よう

の増
ぞう

加
か

、福
ふく

祉
し

の充
じゅうじつ

実

新
あたら

しい取
とり

組
くみ

に挑
ちょうせん

戦し、国
こく

内
ない

や国
こく

外
がい

から人
ひと

が集
あつ

まり、様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

が行
おこな

われ、世
せ

界
かい

か
ら「魅

み

力
りょく

あふれる都
と

市
し

」といわれる街
まち

を
目
め

指
ざ

します。

札
さっ

幌
ぽろ

に住
す

むあらゆる人
ひと

が、誰
だれ

かに必
ひつ

要
よう

と
され、安

あん

心
しん

していきいきと生
せい

活
かつ

し、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

民
みん

であることに誇
ほこ

りを持
も

てる街
まち

を目
め

指
ざ

します。

街
ま ち

の魅
み

力
りょく

を高
た か

める観
か ん

光
こ う

イベントなどを実
じ っ

施
し

すると…

誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して暮
く

らし
生
しょうがいげんえき

涯現役として輝
かがや

き続
つづ

ける街
まち

人
ひと

が輝
かがや

き、街
まち

の魅
み

力
りょく

がさらにアップ！

街
まち

の魅
み

力
りょく

アップ
暮
く

らしの
充
じゅう

実
じつ

世
せ

界
かい

都
と

市
し

としての
魅
み

力
りょく

と活
かつ

力
りょく

を創
そう

造
ぞう

し続
つづ

ける街
まち
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秋元市長の目指す「未来の札幌の姿」
あき もと み らい さっ ぽろ すがたし ちょう ざめ

SDGｓの視点を踏まえたまちづくり
ふし てんエスディージーズ

たとえば

二つの未来像が
お互いに良い影響を与え合って、
街が発展していくんだね！

たが えいきょう あた あよ

み らいふた ぞう

まち はっ てん

S
エスディージーズ

DGｓ（S
サステイナブル

ustainable D
デヴェロップメント

evelopment G
ゴールズ

oals：持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かいはつもくひょう

発目標）は、貧
ひんこん

困や

不
ふびょうどう

平等・格
かく

差
さ

、気
き

候
こう

変
へん

動
どう

などの様
さまざま

々な問
もんだい

題を解
かいけつ

決することを目
め

指
ざ

す、世
せかいきょうつう

界共通の17の

目
もくひょう

標（ゴール）です。

いつまでも住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

える札
さっ

幌
ぽろ

であるためには、S
エスディージーズ

DGsの視
し

点
てん

を踏
ふ

まえた、まちづくりが重
じゅうよう

要です。
そのために、S

エスディージーズ

DGsで重
じゅう

視
し

している「経
けい

済
ざい

」・「社
しゃ

会
かい

」・「環
かんきょう

境」の３つの分
ぶん

野
や

の関
かか

わり合
あ

いを大
たい

切
せつ

にして、17
の目

もくひょう

標（ゴール）達
たっ

成
せい

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を実
じっ

施
し

し、これからも住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

える札
さっ

幌
ぽろ

市
し

を実
じつ

現
げん

します。

S
エスディージーズ

DGｓ（エスディージーズ）とは

次
つぎ

のページで、S
エスディージーズ

DGｓとアクションプラン2019の関
かんけいせい

係性を紹
しょうかい

介するよ！

今
いま

の自
じ

分
ぶん

のことだけではなく、未
み

来
らい

の
人
ひと

々
びと

も、今
いま

と同
おな

じように豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

が
続
つづ

けられるということ。

道
どう

路
ろ

を作
つく

ったり、工
こうじょう

場で食
た

べ物
もの

を作
つく

った
り、勉

べんきょう

強をして自
じ

分
ぶん

の能
のうりょく

力を高
たか

めること
で、以

い

前
ぜん

よりも良
よ

い状
じょうたい

態になること。

持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

ってなに？ 開
かい

発
はつ

ってなに？
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これから力を入れる5つの取組
とり くみいちから

取組　
とり くみ

1 住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり
す な ち いき あん しん く

取組　
とり くみ

3 子どもを健やかに育てるまちづくり
こ すこ そだ

取組　
とり くみ

2 すべての市民の活躍を応援するまちづくり
し みん かつ やく おう えん

いつまでも健
けん

康
こう

で長
なが

生
い

きできる街
まち

を目
め

指
ざ

して、お年
とし

寄
よ

りでも障
しょう

がいのある方
かた

でも、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるような取
とり

組
くみ

を進
すす

めるよ。あわせて、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して暮
く

らせるように災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

も進
すす

めるよ。

高
こう

齢
れい

になっても元
げん

気
き

でいられるように健
けん

康
こう

づくりができる
環
かんきょう

境が必
ひつ

要
よう

です。また、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるよう、
困
こま

った時
とき

に相
そう

談
だん

できる窓
まど

口
ぐち

が必
ひつ

要
よう

です。

北
ほっ

海
かい

道
どう

胆
い

振
ぶり

東
とう

部
ぶ

地
じ

震
しん

では、北
ほっ

海
かい

道
どう

全
ぜん

体
たい

が長
ちょうじかん

時間停
てい

電
でん

するこ
とになりました。
災
さい

害
がい

時
じ

、市
し

民
みん

のみなさんが安
あん

全
ぜん

に暮
く

らせるように、災
さい

害
がい

に
強
つよ

いまちづくりが必
ひつ

要
よう

です。

いつまでも元
げん

気
き

で長
なが

生
い

きできるよう健
けん

康
こう

づくりをサポートします。また、各
かく

区
く

に、健
けん

康
こう

や暮
く

らしについて相
そう

談
だん

できる場
ば

所
しょ

を設
せっち

置します。
[健
けんこうじゅみょうえんしんかんれんじぎょう

康寿命延伸関連事業]
[基
き

幹
かん

型
がた

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センター設
せ っ ち じ ぎ ょ う

置事業］

災
さい

害
がい

が起
お

こった時
とき

に避
ひ

難
なん

する学
がっ

校
こう

や、けがをした時
とき

に利
り

用
よう

する病
びょういん

院
などに、停

でい

電
でん

時
じ

でも電
でん

気
き

が使
つか

える
ようになる非

ひ

常
じょう

用
よう

電
でん

源
げん

を整
せい

備
び

しま
す。
[非
ひじょうようでんげんせいびかんれんじぎょう

常用電源整備関連事業]

課
か

題
だい

課
か

題
だい

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

ずっと健
けん

康
こう

に、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で
安
あん

心
しん

して暮
く

らせる支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

です。 災
さい

害
がい

に強
つよ

いまちづくりが必
ひつ

要
よう

です。

健
けん

康
こう

づくりの取
とり

組
くみ

を支
し

援
えん

するほか、
各
かく

区
く

に相
そう

談
だん

できる場
ば

所
しょ

を設
せっち

置します。 避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

などに非
ひ

常
じょう

用
よう

電
でん

源
げん

を整
せい

備
び

します。

目
もくひょう

標７「エネルギーをみんなに。そしてクリーンに」を例
れい

に考
かんが

えてみましょう。今
いま

みなさんは、日
ひ

が暮
く

れると当
あ

たり前
まえ

のように電
でん

気
き

をつけて、明
あか

るい中
なか

で生
せいかつ

活することができますが、電
でん

気
き

を作
つく

るた
めに必

ひつよう

要な石
せきたん

炭などの限
かぎ

りある資
し

源
げん

を無
む

駄
だ

づかいして使
つか

い切
き

ってしまうと、未
み

来
らい

の人
ひとびと

々は困
こま

ります
よね。アクションプラン2019では、資

し

源
げん

を残
のこ

していけるように、省
しょう

エネルギー、再
さいせい

生可
か

能
のう

エネル
ギーや水

すい

素
そ

エネルギーの普
ふきゅう

及を推
すいしん

進します。こうすることで、未
み

来
らい

の人
ひとびと

々も限
かぎ

られた資
し

源
げん

を使
つか

える
ようになったり、また、それらの資

し

源
げん

を使
つか

わなくても電
でん

気
き

を使
つか

うことができるようになります。こ
のように、アクションプラン2019で実

じ っ し

施する取
とりくみ

組は、S
エスディージーズ

DGｓの目
もくひょうたっせい

標達成に関
かんけい

係しているのです。

アクションプラン2019でたとえると

今
こん

後
ご

は、「経
けい

済
ざい

」・「社
しゃ

会
かい

」・「環
かんきょう

境」の３つの分
ぶん

野
や

の関
かか

わり
合
あ

いを大
たい

切
せつ

にするS
エスディージーズ

DGｓの視
し

点
てん

を踏
ふ

まえて、まちづくりを
進
すす

めるよ。

このページの下
した

から、これから力
ちから

を入
い

れて進
すす

める「5つの取
とり

組
くみ

」
「仕

し

事
ごと

の進
すす

め方
かた

、お金
かね

の使
つか

い方
かた

・集
あつ

め方
かた

の取
とり

組
くみ

」を紹
しょうかい

介するよ！



05 06

これから力を入れる5つの取組
とり くみいちから

取組　
とり くみ

1 住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり
す な ち いき あん しん く

取組　
とり くみ

3 子どもを健やかに育てるまちづくり
こ すこ そだ

取組　
とり くみ

2 すべての市民の活躍を応援するまちづくり
し みん かつ やく おう えん

子
こ

育
そだ

てには、病
びょういん

院で治
ちりょう

療を受
う

ける時
とき

のお金
かね

など、負
ふ

担
たん

がか
かります。子

こ

どもは欲
ほ

しいけど、子
こ

育
そだ

てにかかるお金
かね

を理
り

由
ゆう

にあきらめてしまう方
かた

もいることから、そうした負
ふ

担
たん

を
軽
かる

くする取
とり

組
くみ

が必
ひつ

要
よう

です。

先
せん

生
せい

が、児
じ

童
どう

一
ひとり

人ひとりの勉
べんきょう

強の進
すす

み具
ぐ

合
あい

や個
こ

性
せい

などを更
さら

に丁
てい

寧
ねい

に把
は

握
あく

して、子
こ

どもたち自
じ

身
しん

の考
かんが

える力
ちから

や、生
せい

活
かつ

し
ていく力

ちから

を伸
の

ばしていくことが必
ひつ

要
よう

です。

年
とし

をとっても、元
げん

気
き

なうちは働
はたら

き続
つづ

けたいと思
おも

う市
し

民
みん

が増
ふ

えています。
これまでの経

けい

験
けん

を生
い

かしながら体
たいりょく

力や生
せいかつじょうきょう

活状況に合
あ

った仕
し

事
ごと

をしたり、新
あたら

しい仕
し

事
ごと

にも挑
ちょうせん

戦したりできる環
かんきょう

境づくり
が必

ひつ

要
よう

です。

いろいろな理
り

由
ゆう

で小
しょうがっこう

学校や中
ちゅうがっこう

学校の勉
べんきょう

強をすることができ
なかった市

し

民
みん

のみなさんが、改
あらた

めて勉
べんきょう

強したいと思
おも

ったと
きに、勉

べんきょう

強できる場
ば

所
しょ

があることが必
ひつ

要
よう

です。

子
こ

育
そだ

てにかかるお金
かね

の負
ふ

担
たん

を軽
かる

く
するため、子

こ

どもが病
びょういん

院で治
ちりょう

療を
受
う

ける時
とき

の費
ひ

用
よう

を小
しょうがく

学６年
ねん

生
せい

まで
少
すく

なくします。
[子
こ

ども医
い り ょ う ひ じ ょ せ い せ い ど

療費助成制度の拡
かくじゅう

充]

先
せん

生
せい

が更
さら

に丁
てい

寧
ねい

に子
こ

どもたちに関
かか

わることができるように、小
しょうがっこう

学校
３、４年

ねん

生
せい

を対
たい

象
しょう

に少
しょうにんずうがっきゅう

人数学級の
拡
かく

大
だい

を検
けん

討
とう

します。
[少
しょうにんずうがっきゅう

人数学級の拡
かく

大
だい

]

いつまでも働
はたら

き続
つづ

けたいという市
し

民
みん

が、希
き

望
ぼう

する仕
し

事
ごと

に就
つ

くことができ
るように、高

こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

けの仕
し

事
ごと

を紹
しょうかい

介
する相

そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

を強
きょうか

化します。
[就
しゅうぎょう

業サポートセンター等
とうじぎょう

事業]

小
しょうがっこう

学校や中
ちゅうがっこう

学校において勉
べんきょう

強す
ることができなかった市

し

民
みん

のみ
なさんに対

たい

して、学
まな

び直
なお

しの機
き

会
かい

を提
ていきょう

供する場
ば

として、夜
や

間
かん

中
ちゅうがっこう

学校を設
せっ

置
ち

します。
 [公
こう

立
りつ

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

設
せっ

置
ち

事
じ

業
ぎょう

]

子
こ

育
そだ

て世
せ

代
だい

の市
し

民
みん

が安
あん

心
しん

して働
はたら

ける環
かんきょう

境づくりを進
すす

めます。また、女
じょ

性
せい

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

、障
しょう

がいのある方
かた

など、
すべての市

し

民
みん

が活
かつ

躍
やく

できる街
まち

を実
じつ

現
げん

していくよ。

子
こ

ども一
ひ と り

人ひとりが持
も

つ可
か

能
のう

性
せい

は無
む

限
げん

です。子
こ

どもの豊
ゆた

かな心
こころ

や健
すこ

やかな体
からだ

を育
はぐく

み、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して学
まな

べる環
かんきょう

境
を整
せい

備
び

します。また、いろいろな事
じじょう

情で勉
べんきょう

強することができなかった人
ひと

たちに学
まな

び直
なお

しの場
ば

を提
ていきょう

供するよ。

課
か

題
だい

課
か

題
だい

課
か

題
だい

課
か

題
だい

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

子
こ

育
そだ

てにかかるお金
かね

が心
しん

配
ぱい

という
声
こえ

が多
おお

いです。

子
こ

ども一
ひ と り

人ひとりの生
い

きる力
ちから

を一
いっ

層
そう

育
はぐく

み、
伸
の

ばしていく環
かんきょう

境が必
ひつ

要
よう

です。

年
ねん

齢
れい

を重
かさ

ねても働
はたら

き続
つづ

けられる
環
かんきょう

境づくりが必
ひつ

要
よう

です。

勉
べんきょう

強をしたいと思
おも

う市
し

民
みん

が
学
まな

び直
なお

しできる環
かんきょう

境が必
ひつ

要
よう

です。

医
い り ょ う ひ

療費助
じょ

成
せい

を拡
かく

大
だい

します。　

少
しょうにんずう

人数学
がっきゅう

級の拡
かくだい

大について
検
けんとう

討を進
すす

めます。

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための仕
し

事
ごと

の相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

を
強
きょうか

化します。

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を設
せっ

置
ち

します。
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仕事の進め方、お金の使い方・集め方～行財政運営
あつつか かた かた

ぎょう ざい せい うん えい
かねかたすすし ごと

取組　
とり くみ

5 将来を見据えた魅力と活力にあふれるまちづくり
しょうらい かつりょくみ す み りょく

取組　
とり くみ

4 人材を育み成長を続ける躍動のまちづくり
じん ざい はぐく せいちょう つづ やく どう

街
まち

の人
じん

口
こう

が減
へ

っていく中
なか

でも、札
さっ

幌
ぽろ

を元
げん

気
き

にしていくため、魅
みりょくてき

力的な仕
し

事
ごと

があって、若
わか

い人
ひと

たちが住
す

み続
つづ

けられる取
とり

組
くみ

や、人
ひと

を採
さい

用
よう

したいと考
かんが

えている会
かい

社
しゃ

が必
ひつ

要
よう

な人
にん

数
ずう

を採
さい

用
よう

できるよう支
し

援
えん

していくよ。

人
じん

口
こう

が減
へ

っていく中
なか

で札
さっ

幌
ぽろ

を元
げん

気
き

にしていくためには、若
わか

い人
ひと

たちの力
ちから

が必
ひつ

要
よう

ですが、札
さっ

幌
ぽろ

の若
わか

い人
ひと

たちは、高
こう

校
こう

や
大
だい

学
がく

を卒
そつぎょうご

業後、就
しゅうしょく

職のために東
とうきょう

京などへ行
い

ってしまうこと
が多

おお

くなっています。
札
さっ

幌
ぽろ

の魅
みりょくてき

力的な会
かい

社
しゃ

をたくさん知
し

ってもらい、そこで就
しゅうしょく

職
して、これからも住

す

み続
つづ

けてもらう必
ひつ

要
よう

があります。

これからも札
さっ

幌
ぽろ

の街
まち

が発
はっ

展
てん

していくためには、日
にほんじゅう

本中や世
せ

界
かいじゅう

中の人
ひと

に魅
み

力
りょく

を知
し

ってもらい、観
かん

光
こう

に来
き

てもらうことが
必
ひつ

要
よう

です。

札
さっ

幌
ぽろ

に来
く

る観
かんこうきゃく

光客は、冬
ふゆ

に少
すく

なくなります。
札
さっ

幌
ぽろ

を元
げん

気
き

にしていくためには、冬
ふゆ

の間
あいだ

もたくさんの観
かん

光
こう

客
きゃく

に来
き

てもらう必
ひつ

要
よう

があります。

将
しょうらい

来、北
ほっ

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

が札
さっ

幌
ぽろ

まで延
の

びることが予
よ

定
てい

されてい
ます。日

にほんじゅう

本中から、たくさん旅
りょ

行
こう

に来
き

てもらい、にぎやか
な街

まち

にするため、札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

のまわりをより魅
みりょくてき

力的にすること
が必

ひつ

要
よう

です。

札
さっ

幌
ぽろ

にどんな会
かい

社
しゃ

があるのか知
し

ることが
できるように、大

だい

学
がく

生
せい

が会
かい

社
しゃ

で働
はたら

く体
たい

験
けん

をするときの支
し

援
えん

を行
おこな

います。
[さっぽろインターンシップ支

し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

]

冬
とう

季
き

オリンピック・パラリンピックを
札
さっ

幌
ぽろ

で開
かい

催
さい

して、札
さっ

幌
ぽろ

の魅
み

力
りょく

を世
せ

界
かい

に
知
し

ってもらうことで、より多
おお

くの方
かた

が
訪
おとず

れる街
まち

をつくります。
[冬
とう

季
き

オリンピック・パラリンピック
招
しょうちじぎょう

致事業]

札
さっ

幌
ぽろ

のスキー場
じょう

を観
かんこうきゃく

光客にもっと
利
り

用
よう

してもらえるように、スキー
場
じょう

と札
さっ

幌
ぽろ

市
し

が協
きょうりょく

力して、スキー場
じょう

の魅
み

力
りょく

を高
たか

める方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えていき
ます。
[スノーリゾート推

すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

]

古
ふる

くなったビルを商
しょうぎょうしせつ

業施設などに
建
た

て替
か

えるなど街
まち

をリニューアル
することで、札

さっ

幌
ぽろ

駅
えき

のまわりをよ
り便

べん

利
り

で魅
みりょくてき

力的にします。
[札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

交
こう

流
りゅう

拠
きょ

点
てん

まちづくり推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

など]

2022年
ねん

には、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

ができて100年
ねん

経
た

つんだ。みなさんや未
み

来
らい

の世
せ

代
だい

にこの街
まち

を引
ひ

き継
つ

いでいくため
に、街

まち

をもっと発
はっ

展
てん

させていくよ。

課
か

題
だい

課
か

題
だい

課
か

題
だい

課
か

題
だい

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

取
とり

組
くみ

若
わか

い人
ひと

たちが住
す

み続
つづ

けられる
支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

です。

札
さっ

幌
ぽろ

の街
まち

の魅
み

力
りょく

を日
に

本
ほん

中
じゅう

や世
せ

界
かい

中
じゅう

に
もっと発

はっ

信
しん

する必
ひつ

要
よう

があります。
　

観
かんこうきゃく

光客がもっと増
ふ

えるように
札
さっ

幌
ぽろ

の魅
み

力
りょく

を高
たか

めることが必
ひつ

要
よう

です。

北
ほっ

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

の札
さっ

幌
ぽろ

延
えん

伸
しん

が
決
き

まっています。

学
がく

生
せい

の中
ちゅうしょうきぎょう

小企業における
職
しょくばたいけん

場体験を支
し

援
えん

します。

冬
とう

季
き

オリンピック・パラリンピックを
招
しょうち　

致します。

スキー場
じょう

の魅
み

力
りょく

を高
たか

め、
札
さっ

幌
ぽろ

の冬
ふゆ

の魅
み

力
りょく

を伝
つた

えていきます。

札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

のまわりをより便
べん

利
り

で
魅
み

力
りょく

的
てき

にします。
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仕事の進め方、お金の使い方・集め方～行財政運営
あつつか かた かた

ぎょう ざい せい うん えい
かねかたすすし ごと

取組　
とり くみ

5 将来を見据えた魅力と活力にあふれるまちづくり
しょうらい かつりょくみ す み りょく

取組　
とり くみ

4 人材を育み成長を続ける躍動のまちづくり
じん ざい はぐく せいちょう つづ やく どう

これまで説
せつ　めい

明してきたようなまちづくりを進
すす

めるために、市
し

役
やく

所
しょ

の

仕
し

事
ごと

の進
すす

め方
かた

やお金
かね

の使
つか

い方
かた

、集
あつ

め方
かた

についてより良
よ

い方
ほう

法
ほう

を

考
かんが

え、工
く

夫
ふう

していくよ。

…………………… 仕
し

事
ご と

の進
す す

め方
か た

を工
く

夫
ふ う

します ……………………

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 窓

まど

口
ぐち

での申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きを簡
かん

単
たん

にします。

● インターネットを使
つか

っていろいろな手
て

続
つづ

きができるようにします。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 専

せん

門
もん

家
か

から札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の仕
し

事
ごと

に対
たい

してアドバ
イスをもらう仕

し

組
く

みを導
どうにゅう

入します。

● 職
しょく

員
いん

が市
し

民
みん

のためにより力
ちから

を発
はっ

揮
き

できる
ように、市

し

役
やく

所
しょ

の仕
し

事
ごと

の仕
し

方
かた

を工
く

夫
ふう

しま
す。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 町

ちょう

内
ない

会
かい

などの市
し

民
みん

団
だん

体
たい

と協
きょうりょく

力していろい
ろな地

ち

域
いき

の課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

します。

● 企
き

業
ぎょう

と連
れん

携
けい

してスポーツ振
しん

興
こう

や地
ち

域
いき

の見
み

守
ま

り活
かつ

動
どう

を実
じっ

施
し

します。

● 企
き

業
ぎょう

と一
いっ

緒
しょ

に札
さっ

幌
ぽろ

のデータを公
こう

開
かい

して、
いろいろな人

ひと

に役
やく

立
だ

てられるようにしま
す。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 北

ほっかいどうちょう

海道庁をはじめ、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の近
きんこうしちょうそん

郊市町村、
その他

ほか

の道
どう

内
ない

の市
し

役
やく

所
しょ

や町
ちょう

村
そん

役
やく

場
ば

と協
きょうりょく

力
して仕

し

事
ごと

を進
すす

め
　  ます。

新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

を取
と

り入
い

れたり、
工
く

夫
ふう

して、手
て

続
つづ

きを便
べん

利
り

にします。

外
がい

部
ぶ

の視
し

点
てん

を取
と

り入
い

れるほか、
市
し

役
やく

所
しょ

の仕
し

事
ごと

の仕
し

方
かた

を
工
く

夫
ふう

します。

市
し

民
みん

や企
き

業
ぎょう

と一
いっ

緒
しょ

になって
課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

します。

北
ほっかいどうちょう

海道庁や道
どう

内
ない

の市
し

役
やく

所
しょ

、
町
ちょうそん

村役
やく

場
ば

と協
きょうりょく

力して
仕
し

事
ごと

を進
すす

めます。

新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

を取
と

り入
い

れる
ことで、もっと便

べん

利
り

に
なっていくんだね
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……………… お金
か ね

の使
つ か

い方
か た

や集
あ つ

め方
か た

を工
く

夫
ふ う

します ………………

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 市

し

役
やく

所
しょ

全
ぜん

体
たい

の４年
ねん

分
ぶん

のお金
かね

の使
つか

い方
かた

、集
あつ

め
方
かた

の計
けい

画
かく

を立
た

てて、仕
し

事
ごと

をしていきます。

● 子
こ

ども・子
こ

育
そだ

てや、道
どう

路
ろ

・公
こう

園
えん

の担
たん

当
とう

な
ど、それぞれの部

ぶ

門
もん

が自
じ

分
ぶん

の判
はん

断
だん

と責
せき

任
にん

でお金
かね

の使
つか

い方
かた

の計
けい

画
かく

を立
た

てられるよう
にします。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 市

し

役
やく

所
しょ

が持
も

っている土
と

地
ち

で今
こん

後
ご

使
つか

う見
み

込
こ

みのないものを売
う

ってお金
かね

に換
か

えます。

● 市
し

民
みん

のみなさんに税
ぜい

金
きん

や保
ほ

険
けん

料
りょう

をしっか
り払

はら

ってもらえるように
　  します。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● より大

たい

切
せつ

な仕
し

事
ごと

に力
ちから

を入
い

れるため、市
し

役
やく

所
しょ

の仕
し

事
ごと

の無
む

駄
だ

を減
へ

らします。

● 必
ひつ

要
よう

性
せい

や効
こう

果
か

がなくなってきた仕
し

事
ごと

を見
み

直
なお

します。

● 古
ふる

くなった施
し

設
せつ

の建
たて

替
か

えにお金
かね

がかかり
過
す

ぎないように工
く

夫
ふう

します。

[主
おも

な取
とり

組
くみ

]
● 子

こ

どもたちの将
しょう

来
らい

の負
ふ

担
たん

が大
おお

きくならな
いように、市

し

役
やく

所
しょ

の借
しゃっきん

金の金
きんがく

額をコント
ロールします。

● 預
よ

貯
ちょ

金
きん

をうまく使
つか

っ
て、収

しゅうにゅう

入と支
し　しゅつ

出のバラ
ンスをとります。

お金
かね

の使
つか

い方
かた

の
計
けい

画
かく

の立
た

て方
かた

を工
く

夫
ふう

します

財
ざい

産
さん

を売
う

るなどして
収
しゅうにゅう

入を増
ふ

やします

収
しゅうにゅう

入を増
ふ

やして、
支
し

出
しゅつ

を減
へ

らします

収
しゅうにゅう

入と支
し

出
しゅつ

のバランスを
大
だい

事
じ

にします

みなさんが大
おと

人
な

になるころの札
さっ

幌
ぽろ

が、今
いま

以
いじょう

上に
「住

す

んでいてよかった」と思
おも

える街
まち

にしていく
ために、今

いま

できることを考
かんが

えていきます。みな
さんからのご意

い

見
けん

をお待
ま

ちしています！

みなさんの意
い

見
けん

で札
さっ

幌
ぽろ

をもっと素
す

敵
てき

な街
まち

に

うり ち

し ゆう ち

しゅう にゅう し しゅつ
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キ
リ
ト
リ

札幌市まちづくり戦略ビジョン・
せんさっ ぽろ し りゃく

アクションプラン2019（案）意見用紙

（お名前）

（学校・学年） （小・中）学校 年 組

い

な まえ

がく ねんがっ こう がっ こう ねん くみしょうちゅう

（ご意見）
けんい

しけんあん よう

■《学
がっ

校
こう

で用
よう

紙
し

を取
と

りまとめている場
ば

合
あい

》　学
がっ

校
こう

に提
ていしゅつ

出してください。
■《郵

ゆう

送
そう

》この用
よう

紙
し

両
りょうめん

面のキリトリ線
せん

とヤマオリ線
せん

に従
したが

って封
ふう

筒
とう

をつくり、のり付
づ

けしてポスト
に入

い

れてください。郵
ゆう

便
びん

のほか、F
ファックス

AXや電
でん

子
し

メール、ホームページでも受
う

け付
つ

けてい
ます。

■ 電
でん

話
わ

による受
うけ

付
つけ

は行
おこな

っていません。
■ 記

き

載
さい

スペースが足
た

りない場
ば

合
あい

は、別
べっ

紙
し

に記
きにゅう

入・同
どう

封
ふう

してください。
■ いただいた意

い

見
けん

に対
たい

して、個
こ

別
べつ

の回
かい

答
とう

はいたしませんが、みなさんの意
い

見
けん

をまとめ、それ
に対

たい

する市
し

役
やく

所
しょ

の考
かんが

え方
かた

をホームページなどで発
はっぴょう

表します。
■ 氏

し

名
めい

や学
がっ

校
こう

・学
がく

年
ねん

は書
か

かなくてもかまいません。意
い

見
けん

の要
よう

点
てん

を発
はっぴょう

表するとき、氏
し

名
めい

は公
こうひょう

表
しませんが、学

がっ

校
こう

・学
がく

年
ねん

は紹
しょうかい

介する場
ば

合
あい

があります。氏
し

名
めい

は集
しゅうけい

計以
い

外
がい

の目
もく

的
てき

に用
もち

いること
はありません。札

さっ

幌
ぽろ

市
し

個
こ

人
じん

情
じょうほう

報保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

の規
き

定
てい

に従
したが

って、適
てき

正
せい

に取
と

り扱
あつか

います。



ヤマオリ①

ヤマオリ②

の
り
し
ろ

のりしろ のりしろ

の
り
し
ろ

みなさんからのご意見をお待ちしています
い けん ま

意見の提出先・お問い合わせ先

政策企画部政策調整課
札幌市まちづくり政策局 電話

FAX
011-211-2206
011-218-5109

電子メール chosei@city.sapporo.jp
 

い けん てい

せい さく

さっ ぽろ し さく きょくせい でん

ファックス

でん し

わ と あ
（お問い合わせのみ）

せい さく ちょう せい かかくき ぶ

しゅつさき あと さき

8
7

8
「札

さっ

幌
ぽろ

市
し

まちづくり戦
せんりゃく

略ビジョン・アクションプラン 2019」(案
あん

)について
ご意

い

見
けん

を募
ぼしゅう

集いたします。みなさんのご意
い

見
けん

を参
さん

考
こう

にして、より良
よ

い計
けい

画
かく

を
作
つく

りたいと思
おも

っていますので、ぜひご意
い

見
けん

を書
か

いて送
おく

ってください。

【募
ぼしゅう

集する期
き

間
かん

】令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

10月
がつ

28日
にち

(月
げつ

) ~令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

11月
がつ

26日
にち

(火
か

)［必
ひっちゃく

着］


